
 

 

 

１． 事業の目的（趣旨・ねらい） 

全国体験活動指導者認定委員会が制定した「自然体験活動指導者養成カリキュラム」

に則り、自然体験指導者（NEAL）リーダーを養成することにより、青少年向け自然体

験活動プログラムにおいて、子供の発達段階に応じて適切かつ安全に指導ができる自

然体験活動指導者を育成する。 

 

２．事業の概要 

（１）期日 

前期：平成２９年５月２０日（土）～５月２１日（日）１泊２日 

後期：平成２９年６月２４日（土）～６月２５日（日）１泊２日 

 

（２）参加者 

  ①募集対象・人数 

自然体験活動指導者に興味のある１８歳以上の方 ２０名程度 

   ②参加人数 

前期４４人 （大学生４２人、社会人２人） 

    後期２２人 （大学生２０人、社会人２人） 

 

（３）講師等 

前期：１日目 

講習①「自然体験活動の技術①」 

講師：国立吉備青少年自然の家 主任企画指導専門職 大下展弘 氏 

前期：２日目 

講習②「自然体験活動の安全管理」 

講師：下関市深坂自然の森 森の家下関 所長 井上桂 氏 

講習③「青少年教育における体験活動」 

講師：公益財団法人 ＹＭＣＡせとうち 代表理事・総主事 太田直宏 氏 

   後期：１日目 

講習④「自然体験活動の特質」 

講師：神戸山手大学 現代社会学部 観光文化学科 教授 西村典芳 氏 

講習⑤「対象者理解」 

講師：広島県立福山少年自然の家 所長 石川順雄 氏 

後期：２日目 

講習⑥「自然体験活動の指導」 

講師：赤磐市立石相小学校 教頭 宇江賢 氏 

講習⑦「自然体験活動の技術②」 

講師：国立吉備青少年自然の家 主任企画指導専門職 大下展弘 氏 

平成２９年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

自然体験活動指導者（NEAL リーダー）養成事業 



（４）企画・運営のポイント 

   ① ボランティア養成研修の読み替え制度を使うことで、参加者数の増加を図る。 

   ② 「自然体験活動指導者（リーダー）講習会講師ハンドブック」を講師に提示し、

ハンドブックに則した講義内容等となるように依頼した。 

 

３．活動の内容等 

（１）日程 

[前期] ５月２０日（土）～２１日（日） 

５月２０日（土） ５月２１日（日） 

13:00 ガイダンス 6:00 起床・洗面・清掃 

13:45 アイスブレイク 7:15 朝のつどい 

15:00 講習①「自然体験活動の技術①」 7:30 朝食 

19:00 情報交換会 9:00 講習②「自然体験活動の安全管理」 

21:00 入浴 12:00 昼食 

22:00 就寝 12:45 講習③「青少年教育における体験活動」 

  14:30 解散 

 

[後期] ６月２４日（土）～２５日（日） 

６月２４日（土） ６月２５日（日） 

13:00 受付 6:00 起床・洗面・清掃 

13:30 ガイダンス・アイスブレイク 7:15 朝のつどい（雨天のため中止） 

14:00 講習④「自然体験活動の特質」 7:30 朝食 

17:15 夕べのつどい（雨天のため中止） 9:00 講習⑥「自然体験活動の指導」 

17:30 夕食 10:30 講習⑦「自然体験活動の技術②」 

18:30 講習⑤「対象者理解」 12:30 昼食 

20:00 入浴 13:30 講習のまとめ 

21:00 情報交換会 14:00 修了試験 

22:00 就寝 14:30 ガイダンス 

  15:00 解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）活動の状況 

   前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アイスブレイク】                     【体験活動の技術①】 

       

 

 

 

 

 

 

 

            【体験活動の安全管理】               【青少年教育における体験活動】 

後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

          【自然体験活動の特質】               【自然体験活動の特質（OL の実践）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【体験活動の技術②】                       【修了試験】 

 



４．成果・課題 

 （１）満足度 

    満足：１００％ 

 

 （２）参加者の声 

① 将来自分が関わる子供たちが、安全で楽しく活動できるように活用したい。 

② リーダーは色々なことに気を付けないといけないと改めて知ることができた。 

③ 子供たちのことをしっかり見て、どのようにかかわっていくのかもう少し考え 

ようと思った。 

④ 対象者にとってよりよい活動になるように気をつけていくべきことをしっかり 

と頭に入れていきたいと思った。 

 

 （３）成果 

① 外部講師には、それぞれの立場から、分かりやすく講義をしていただき、参加 

者は自然体験指導者として基礎的な知識や技能を習得することができた。 

② 前期と後期を通して受講した参加者２２名は、全員 NEAL リーダーの修了試験に 

合格することができた。 

③ ボランティア養成事業の読み替えで企画したことで、養成事業時に広報ができ、 

参加者増員につながった。 

④ ボランティア養成事業を受講した２２名（前期のもの扱い）には履修表を渡た

し、来年度の後期履 

修につながるようにした。 

 

 （４）今後の課題 

① NEAL リーダーの資格を生かしていけるように、当所の事業の参加を呼びかける。 

また、上級資格であるインストラクターの取得に向けての情報提供や演習の呼び 

かけを行う 

② 講師資料の準備手配が遅れ、修了試験の作成が遅れた。 

③ 前期についてはボランティア養成研修と合同で行ったが、講師への連絡調整や

細案の融合など、効率的な運営に努める。 

 

 

 

担当：企画指導専門職付 貞方 貴衣 

 


